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「ひとみ (ASTRO-H)」衛星搭載軟ガンマ線検出器 SGDに用いられる 50個の BGOシンチレータは巨大な幾
何学面積を持つため、ガンマ線バースト (GRB)検出器として力を発揮する。ただし、検出器のガンマ線応答は
GRB発生方向によって大きく変わるため、GRBの明るさ等の物理情報を正しく引き出すには、その発生方向を
知ることが重要である。本研究では、衛星も再現したシミュレータを用いて全天方向からGRBを仮想した光子
を入射させ、50個全ての BGOにおいて、GRBの検出光子数の入射角度依存性を計算した。得られた角度応答
と、実際のGRB発生時に期待される各BGOのガンマ線検出数と比較することで、ピーク光度が 10 photons s−1

cm−2以上の明るいバーストであれば 5°程度の精度で方向決定できることがわかった。さらに、この手法を用い
て、実際にASTRO-Hで観測されたGRBの位置決定を行ったところ、到来方向を一意に定めることに成功した。


